
ご自由にお持ちください 

な ぴ ー っ つ う し ん 
秦野市の特産品「ピーナッツ」の花言葉は、「仲良し・楽しみ」。生活に役立つ情報や当院の魅力などを提

供し、地域のみなさんと病院とのコミュニケーションツールになる広報誌を目指します。 
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 右のQRコードを読み取ると、当院ホームページへアクセスでき、最新のお知らせをご確

認いただけます。また、広報誌バックナンバーもPDFデータでご覧いただけます。    

 

知っているようで知らない 「外用剤」 のはなし 

世の中のお薬は、内用剤、外用剤、注射剤の大きく３種類に分けられます。 

このうち 「外用剤」 は、文字通り 「体の外側に使う薬」 のことです。代表的なものとして、軟膏、クリーム剤、点眼

剤、貼付剤などがあります。これらは錠剤やカプセルと並んで馴染みのあるお薬ではないでしょうか？ 

今回は、そんな身近な外用剤を使う上で知っておいて頂きたいことをまとめました。 

 

◆軟膏とクリームの違い                                    

軟膏とクリーム剤の違いは水分の有無です。軟膏は水を含まず、クリーム剤には水が含まれていて油ときれいに混

ざっています。クリーム剤が軟膏よりもサラサラしていて、広げて塗りやすいのは水分があるから。このためクリーム

剤は、軟膏より吸収されやすく効果も早く出る一方、汗で流れやすいという欠点もあります。 

◆皮膚に塗る順番は？ 

医師から指示があった場合は必ずそれに従ってください。特に説明がなかった場合は、使用面積の広い薬を先に塗

ります。例えば、ステロイド剤と保湿剤を併用する場合、保湿剤を先に広く塗り、次にステロイド剤を患部のみに塗り

ます。こうすることで、ステロイド剤が必要以上に広がることを防げます。 

 

◆目薬が２つ以上処方されたときの注意点は？ 

点眼する間隔は最低５分あけてください。先に点眼した薬が後の薬で流されないようにするためです。 

そして、点眼薬は性質により５つに分類され、以下の通り最適な使用順序（①～⑤）があります。 

①水溶性点眼薬（有効成分が水に溶けやすい） 

②懸濁性点眼薬（有効成分が水に溶けにくく吸収が遅い。使用前によく振る） 

③油性点眼薬（有効成分が水をはじきやすく他の点眼薬の吸収を阻害する恐れがある） 

④ゲル化点眼薬（目の表面に留まって長く作用する） 

⑤眼軟膏 

 

◆いろいろな湿布 ～「パップ」と「テープ」の使い分け～ 

●パップ剤：冷湿布や温湿布などと呼ばれ、最も一般的に使われている厚みのある湿布です。 

        冷湿布は打撲や捻挫など急性の炎症に、温湿布は腰や膝の変形など慢性の炎症に適します。 

●テープ剤：薄くて伸縮性がある湿布です。皮膚に密着するため有効成分の組織移行性が高いのが特徴。 

         肘・膝・指など動きの激しい部位に適しています。一方で高い密着性ゆえにかぶれなど皮膚トラブルのも

とにもなりかねません。皮膚の弱い方は避けた方が良いでしょう。 

 

◆あとがき  

今回ご紹介した情報を参考にしながら、外用剤も用法用量を守って使って頂きたいと思います。 

もし気になることがあれば、お近くの薬剤師にお声掛けください。                     薬剤部 

お薬情報室  

 表紙写真＞＞秦野市派遣型救急ワークステーション運用開始 

 医師・看護師が救急車に同乗し、傷病者との接触現場から早期に医療介入を行うことで得られる救命率向上や

救急隊との連携推進により、市民の皆さまへ安心をお届けできるよう医療体制を強化して参ります。 
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げ

か
ら
１
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ち
ま
し
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２
０
１
９
年
１
０
月
に
、
秦
野
赤
十

字
病
院
の
外
科
、
消
化
器
内
科
が
『
消

化
器
病
セ
ン
タ
ー
』
と
し
て
再
編
成
さ

れ
て
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
外
科

と
内
科
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
対
応

す
る
こ
と
で
、
最
も
適
切
な
治
療
方
針

を
検
討
し
、
治
療
開
始
を
早
め
る
た
め

の
体
制
が
整
い
ま
し
た
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外
科
と
協
働
す
る
こ
と
で
単
純
に
人

数
が
増
え
、
対
応
能
力
が
上
が
っ
た
一

方
で
、
お
互
い
の
力
を
合
わ
せ
時
に
補

い
合
い
な
が
ら
診
療
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
結
果
、
外
科
の
手
術

件
数
は
一
昨
年
の
１
．
６
倍
に
増
え
、

内
視
鏡
と
腹
腔
鏡
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
手
術
な
ど
、
お
互
い
の
強
み
を
活
か

し
た
よ
り
専
門
的
な
治
療
も
行
っ
て
い

ま
す
。 

▲外科と内科の「コラボレーション手術」（腹腔鏡・内視鏡合同手術）や術中内視鏡な

ど、協働して治療を行っています。 

❘
地
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の
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器
診
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要
に
応
え

る
た
め
に 

 

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
後
、
全
体
の
患
者

数
が
減
っ
て
い
る
中
で
消
化
器
病
セ
ン

タ
ー
宛
の
紹
介
数
は
昨
年
よ
り
増
加

し
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
２
７
％
に

上
昇
し
ま
し
た
。
休
日
・
時
間
外
の
ご

依
頼
を
含
め
て
十
分
に
対
応
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
備
す
る
一
方
で
、
病
院
内

で
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

抗
原
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
動
線
の
分
離
な

ど
、
防
御
策
を
病
院
全
体
で
推
進
し
て

お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
地
域
の
消
化
器
診
療
需
要
の

高
ま
り
に
応
え
、
満
足
度
の
高
い
診
療

が
で
き
る
よ
う
内
容
の
充
実
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
症
状
や
何

か
し
ら
の
検
査
異
常
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
他
診

療
科
、
他
職
種
ス
タ
ッ
フ
と
も
協
力
し

て
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。 
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新
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の
影
響 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
内
視
鏡
検
査

数
が
１
割
ほ
ど
減
る
一
方
、
内
視
鏡
治

療
の
件
数
は
増
え
て
い
ま
す
。
消
化
管

早
期
が
ん
の
内
視
鏡
手
術
、
止
血
術
、

消
化
管
閉
塞
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
治

療
、
胆
膵
疾
患
の
内
視
鏡
処
置
な
ど
、

皆
様
が
必
要
と
す
る
治
療
内
視
鏡
を
適

切
に
行
え
る
よ
う
、
幅
広
い
手
技
に
対

応
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
内
視
鏡
診
療
を
介
し
た

感
染
は
世
界
的
に
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
飛
沫
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
か

ら
感
染
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス

コ
ー
プ
等
設
備
の
適
切
な
消
毒
、
ス

タ
ッ
フ
の
標
準
予
防
策
・
健
康
管
理
の

徹
底
な
ど
、
学
会
な
ど
か
ら
の
勧
告
を

参
照
し
、
地
域
の
感
染
状
況
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
受
検
者
の
皆
様
に
は
健
康

管
理
表
、
事
前
問
診
表
の
記
入
な
ど
を

お
願
い
し
て
い
ま
す 

。 

▲待合の椅子を離す、リカバリー室をカーテン

で仕切る、呼出ベルを導入するなど距離が取れ

るようにしています。 

▲受付や検査説明室、検査室にはビニール

カーテンを設置しています 。 

▲ 受検者用のアルコール手指消毒薬も準備

しております。 

❘ 

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
診
療
へ 

 
今
後
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
便

性
が
高
く
、
専
門
性
が
高
い
内
視
鏡
検
査

を
両
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

前
者
で
は
、
例
え
ば
医
療
機
器
共
有
枠

を
活
用
し
た
内
視
鏡
予
約
シ
ス
テ
ム
。
内

視
鏡
検
査
目
的
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患

者
さ
ん
の
通
院
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
仕

組
み
で
す
。
後
者
で
は
、
日
本
の
が
ん
で

死
亡
者
数
が
４
番
目
に
多
い
膵
臓
が
ん
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
、
ハ
イ

リ
ス
ク
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た
超
音
波

内
視
鏡
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
を
拡
充
し

て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
、
同
使

用
障
害
の
患
者
さ
ん
の
治
療
を
、
他
病
院

と
連
携
し
て
行
う
計
画
を
進
め
る
予
定
で

す
。
新
し
い
様
式
で
ど
の
よ
う
な
形
に
な

る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
、
地
域
の
皆
様
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
て
参
り
ま
す
。 

▲スタッフ一同笑顔でお迎えします 。 

▲外科と内科合同カンファレンスの様子。 

秦 野 

日 赤 人 

今月号の 


